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15時 45分開会 

○会長 オンラインでお集まりの皆さん、どうもありがとうございました。今から今年度、

令和４年度第３回泉南市教育問題審議会の意見交換会、オンラインでやりたいと思います。 

 本題に入る前にまず、今年度になりまして審議会の委員に交代がありましたので、今、

御報告させていただきます。 

 まず、泉南市の校園長会の代表、それから一丘中学校区の保護者の代表が交代しており

ますので御報告いたします。 

 それから今日の会議についてですが、Ｇ副会長、Ｄ委員、Ｊ委員、Ｍ委員、Ｌ委員、そ

れからＵ委員が、所用のため欠席されています。それからＰ委員が都合で早退なさってい

ます。後、泉南中の校区の保護者の代表、市の職員２名、合計３名が欠員ということにな

っておりますが、委員総数 21 名のうちの 11 名に御出席いただいていますので、泉南市教

育問題審議会条例施行規則第２条第２項に定める要件の委員の過半数、ぎりぎりですけれ

ども、過半数の出席をいただいています。ということで、今日の審議会は有効に成立して

いることを御報告いたします。 

 それから、今日の第３回審議会は、泉南市立西信達小中学校の視察及び西信達中学校内

での会議開催ということでやらせていただいていますが、学校では現在保護者の来校制限、

コロナの関係等で設けておりますので、今日の会議に関しては傍聴はお認めいたしていま

せん。傍聴はないのですが、意見交換会の会議録を作成して公表するということで、この

審議会の透明性を確保していきたいと考えております。 

 次に、配付資料の確認をお願いいたします。 

 まず、会議次第、それから令和３年度第２回泉南市教育問題審議会会議録の素案、それ

から資料が幾つかあります。資料№１、視察実施概要、先ほどの西信達小・中学校の視察

で活用いたしましたが、泉南市公共施設カルテ、教育指導の計画、西信達小と西信達中の

分、西信達小学校の学校だより、今年度の４月号、それから５月号、同じく、西信達中学

校の方の学校だより、これは４月号です。それから資料の２番ですが、オンラインによる

意見交換会の実施要項、資料の３、オンラインの意見交換会の参会者一覧、名簿ですね。

それでこれで最後になりますが、資料４として各小・中学校の訪問日の一覧です。学校視

察は今回西信達の小・中でお引き受けいただきましたけれども、ほかの学校についても訪

問日を設けていただいています。それの一覧です。また、会議次第及び資料の３、オンラ

イン意見交換会参加者一覧については、参加者の変更等の修正がありましたので、修正後

の資料をお手元に配付をさせていただいています。ちょっとたくさん資料があったのです

が、御確認いただけたでしょうか。もし、ない資料があったら今、言っていただければと

思いますが大丈夫でしょうか。 

 では、早速次第に沿って議事を進行していきたいと思います。 

 まず、前回の第２回泉南市教育問題審議会会議録の確認についてです。お手元に会議録

の素案を配付させていただいています。つきましては、内容を御確認いただきまして、も

し加筆修正がありましたら令和４年５月 26 日木曜日の午後１時までに教育委員会事務局

の教育総務課まで御連絡いただきますようお願いいたします。連絡先については、今日の
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資料の方に教育総務課の電話、メールアドレスが載っています。それから、会議録の内容

修正については、私とあとＧ副会長とに一任していただきまして、それで２人で相談して

修正した会議録を市のウェブサイトにアップロードするという取扱いでいきたいと思いま

す。 

 会議録については以上です。 

 次に、今日の案件でありますが、会議次第を御覧ください。（１）西信達小の視察、意見

交換、それから（２）西信達中の視察及び意見交換については、今まで実施しましたので、

（３）のところからです。各小中学校とのオンラインによる意見交換についてを議題とさ

せていただきます。意見交換のテーマについてですが、事前に皆さん方にもお知らせして

いますけれども、資料２にありますように、２つあります。１つ目は、学校の小規模化が

教育活動に与える影響、それから２つ目が、泉南市が進めている小中一貫教育について、

これを大きな柱として意見交換していきたいと思います。順番としては資料１の視察実施

概要の真ん中あたりに書いてありますように、１番目、「学校の小規模化が教育活動に与え

る影響について」、これについて小学校２校からお話をいただきまして、その次に「泉南市

が進めている小中一貫教育について」、これについて４中学校区から御報告いただきます。

その後で皆さん方と意見交換を行っていくということにしたいと思います。尻尾、今日の

終わりが 16 時 40 分という予定ですので、どうかその辺御理解いただきまして効率的な運

営に御協力いただきますようお願いいたします。 

 ちょっと前置きが長くなってしまいましたけれども、では早速「学校の小規模化が教育

活動に与える影響」、これについて小学校から御報告いただきたいと思います。 

 まず初めに、雄信小学校からお願いします。じゃあ、よろしくお願いいたします。 

○雄信小学校 よろしくお願いします。 

○会長 はい。 

○雄信小学校 雄信小学校です。よろしくお願いします。 

 私たち雄信小学校のメリットとデメリットを挙げていきたいと思います。子どもの視点、

保護者の視点、地域の視点、学校・教職員の視点のこの４つでメリット・デメリットを挙

げさせてもらいます。 

 まず、子どもにとってのメリットです。異学年交流が自然とでき、良くも悪くも上級生

の姿や行動が受け継がれやすい。もう１点ありまして、学校全部の先生から見守られてい

ると感じやすい。これがメリットで、デメリットは１つ、子どもにとってはクラス替えが

なく、一度できた関係を変えるには時間と工夫が必要だと思います。もちろん教職員の力

も重要になると思います。 

 次、保護者にとってのメリットです。子どもについていろいろな職員と話せる。子ども

の数が少ないので、その子どもについて知っている先生が多いため、本校でも１人の児童

に対していろいろな先生が話し合っている場面をよく見ます。もう１つが、子どもをたく

さんの先生から見守ってもらえていると保護者は感じやすいと思います。しかし、保護者

のデメリットとしては、ほかの家庭と関係が悪くなると居づらい。もう１つは、ＰＴＡに

当たる確率が高いということだと思います。 
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 地域についてです。地域はメリットしかちょっと思いつかなかったのですが、学校がそ

の地域にあることで地域の雰囲気が元気になると思います。もう１つは、特に本校は地域

の方にお世話になっているのですけれども、地域の踊りや伝統を子どもたちにつないでい

けるということが地域にとってのメリットだと思います。例えばうちであれば、11月に文

化祭のような雄信まつりを行っているのですが、20年以上前から男里地区の男里ソーレー

サーというのを子どもたちが地域の人に教えてもらいながら、雄信まつり当日に踊ってい

ます。また、総合的な学習の一環としてディスカバーという地域学習を行っているのです

が、発見という意味がありまして、仕事についてもお話を聞いたりするチームもあれば、

地域の昔話を聞く子どもたちもいますので、地域の人は子どもたちにその地域に昔どんな

ことがあったのかというのを伝えられると思います。 

 最後、教職員・学校にとってのメリットです。各学年１クラスのため、担任の個性、オ

リジナル性を生かした指導やクラスづくりがしやすいと思います。もう１つは、職員全員

で困っている職員の相談に乗りやすい。学年を超えた相談が自然とできる。先ほどの子ど

ものとかぶりますが、１人１人の児童についても職員全員が分かっているため、相談しや

すく、みんなで見守ることができるというのがメリットだと思います。 

 最後、職員にとって、学校にとってのデメリットは、１人１人の教職員への分掌負担が

大きい。もう１つは、学年が１クラスなので、学年行事や教科指導の相談をする相手がい

なかったりすると思います。一応、本校は、学年１クラスなのですが、担任外の先生を学

年付にして、なるべく担任１人で抱え込まないような体制を学校としてはとっているので

すが、そこがデメリットかなと思っています。 

 以上、雄信小学校からでした。ありがとうございました。 

○会長 どうもありがとうございました。質問等については、また後ほど一括してお受け

することにします。 

 じゃあ、続いて、新家東小学校からお願いします。 

○新家東小学校 こんにちは。新家東小学校です。よろしくお願いします。 

 それでは、報告させていただきます。本校は、昭和 56年に新家小学校と分かれ、開校し

て 40 年余りたった小学校です。開校した昭和 56 年は、全校児童が 285 人でスタートし、

平成元年には 426 人の児童数で１学年３クラスの学年もありました。しかし、その後減少

していき、平成 30 年には 200 人を切り、令和４年の現在は全校児童 173 人の規模になり、

１学年１クラスが続いています。 

 ではこれから、学校の小規模化が教育活動に与える影響について、児童の面、教職員の

面、ＰＴＡ・地域の面からメリットやデメリットについてお話させていただきます。雄信

小学校と重なる部分もありますが、お聞きください。 

 まず、児童の面でのメリットですが、入学してからずっと同じメンバーで過ごすので、

相手のことを理解しやすいという面があります。また、縦割り掃除や仲よし班の活動など、

異なった学年での活動が頻繁に行え、より密接に違う年齢の人とのつながりを強めること

ができるという面もあります。行事を行う際は人数が少ない分、１人１役の体験ができる

というメリットもあります。児童の面でのデメリットですが、どうしても友達関係が固定



- 5 - 

 

化されます。友達グループができるとなかなかそのグループから別のグループへ移るとい

うことが難しく、グループ内でトラブルが起こったとき、子どもは自分の居場所を見つけ

ることができず、孤立することもあります。１学年に複数のクラスがあれば、新しい学年

になってクラス替えを行い、新たな友達関係を築くことができるのですが、１学年１クラ

スなので、ずっと同じ集団が続いてしまう傾向が強いです。 

 次に、教職員の面からですが、メリットとして、小集団ですので、意思統一が図りやす

かったり、親密な雰囲気づくりには適していると思うのですが、１学年１クラスのため、

担任の先生は学級経営や教材研究について同じ学年の教師同士の相談ができず、１人で全

て行わなければなりません。校務分掌でも同じことが言え、１人にかかる負担が大変大き

くなっています。また、会議を行うにしても１人で複数の役割を持っているため、分掌ご

とに分かれての会議も開催しづらくなります。そのほか、研修などで校外へ出る先生が複

数いる場合、補欠の体制を整えるのが難しいという状況です。 

 最後に、ＰＴＡ・地域の面から見ますと、メリットとして、本校は地域の方が毎日登下

校の見守りをしてくださっており、１人１人の顔を覚えてもらって、丁寧に声かけをして

いただいています。デメリットとしましては、児童数の減少が続き、ＰＴＡの役員の担い

手が足りなかったり、地域によっては子ども会も成り立たなくなったりしているというこ

とを聞いています。 

 以上、新家東小学校の状況を説明させていただきました。ありがとうございました。 

○会長 どうもありがとうございました。今、雄信小学校、それから新家東小学校の２校

から御報告いただきました。どちらも１学年１学級、単学級ということで、小規模化が泉

南市の中でも進んでいる学校であったかと思います。 

 それでは、引き続きまして今度は、２点目の泉南市が進めている小中一貫教育について、

今度は中学校から御報告いただきたいと思います。 

 まず、泉南中学校からよろしくお願いいたします。 

○泉南中学校 泉南中学校です。よろしくお願いします。 

 小中一貫についてですけれども、聞こえていますか。 

○会長 はい。大丈夫です。聞こえています。 

○泉南中学校 泉南中学校区の就学前施設、保育園・こども園・幼稚園も含めて小・中学

校が連携を図っています。ＳＣＳという小中一貫の取組を通して、昨年度は目指すハタチ

像を再構築するために、全教職員がオンラインでミーティングをして、子どもの姿からつ

けたい力について意見を出し合う中で、目指すハタチ像を練り上げる活動を行いました。

今年度はコロナ禍でやれていなかった相互交流を通して、小学校の横のつながりであった

り、そこから中学校へのつながりであったり、連携を進めるための体制づくりを検討して

いくつもりです。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 では、続きまして、西信達中学校からお願いいたします。 

○西信達中学校 西信達中学校です。 
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 本校の概要です。地域の概要は、本校の校区は泉南市の北西部に位置し、西側は大阪湾、

東側は府道２０４号線、北側は田尻町に隣接しています。校区は１保育園、１幼稚園、１

小学校、１中学校で構成されていて、すごくまとまりが強い地域です。もともとは漁業や

農業が中心で、地域としてのきずなが強いところでありましたが、近年新興住宅や大手の

スーパーが建設されて、地域の生活環境が大きく変容しています。他地区からの転入も増

えています。目指すハタチ像が「たくましく生き抜き、つながる西信っ子」をテーマに取

り組んでいます。令和３年度は小中一貫教育の推進に当たって、何を一貫して行っていく

のかということが実行された１年間でした。特に９年間を見通して身につけさせたい資質

能力を育むための現段階で、小学校・中学校でどのような指導をするか。そのために体験・

経験させるべきことは何かを中心に、教科・領域において検討しました。令和３年度の実

践としまして、小・中学校教職員合同会議、教科・領域分科会に分かれて会議を行いまし

た。また、小・中学校教職員共同学習会、人権教育、防災学習、英語科教員による外国語

授業参観を行っています。そして、小・中学校児童生徒交流会で、税関の講演会では、小

学校５年生、中学校体験では、小学校６年生の児童に中学校へ来てもらっています。また、

反対に職業インタビューで中学校２年生が小学校に出向いています。 

 それを踏まえまして、令和４年度の方策としては、つけたい力、学び、心、体、ふるさ

とを軸に、９年間で育む学びに向かう心の育成を図りたいと思います。義務教育学校を意

識したチーム編成、４つの部会、生活指導、支援教育、学力向上推進、人権道徳教育、こ

の４つを軸に小・中連携の教育活動を実践していきます。また、９年間の継続的な取組の

構築として、小・中学校共通の学び方や学習スタイルの設定、そして小学校・中学校から

教員の相互乗り入れの指導の導入、そして最後に地域とともにある学校づくりの推進、地

域フェスティバルや防災学習、地場産業、職場体験学習等地域理解の学習も行っていきた

いと思います。 

 今後は、子どもの実態や地域の実情を考慮して、義務教育９年間のグランドデザインの

準備期間です。小規模校ならではの個に応じたきめ細かい指導、自分たちで学びを進め、

深める学習の確立、地域に愛着や誇りを持った豊かな心の育成を小・中で取り組んでいき

たいというふうな予定です。 

 以上です。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 続きまして、今度は一丘中学校からお願いいたします。 

○一丘中学校 一丘中学校校長です。よろしくお願いします。 

 本校の小中一貫教育は、チーム一丘という名前をつけてやっています。そこには校区の

小学校の先生方だけではなく、あおぞら幼稚園の先生方も一緒に活動に参加していただい

ています。１番大きな特徴は、小学校で教科担任制になっていないということもあるので、

小学校の先生、中学校の先生、幼稚園の先生が一緒に活動するために、このチーム一丘で

は校務分掌をそろえるということを最大の目標にしています。８つの部会をそろえていて、

その部会に併せてそれぞれ会議を行って連携を図るようにしています。月に２回の事務局

会に加えて、年に２回から３回の全体会のときには幼稚園の先生、それから小学校の先生、
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中学校の先生が８つの部会に分かれて会議を行っています。そこで行われる会議で１番の

検証軸にしているのは、11月 14日に行われる中学校での体験入学、ここで子どもたちを

どう見ているかということを１つの目標にしてやっています。ですから、８部会の中でそ

れぞれの部会で支援教育はどうするか、外国語教育はどうするかというようなことを話し

合って、11月 14日の体験入学で実際にどれだけできたかということを検証すると、そう

いう形をとっています。 

 また、昨年から１つ大きな取組をしているのは、中学校の子どもたちが小学校に出向い

て、放課後の学習会で勉強を教えるという取組も始めました。今年度は明日、早速一丘小

学校に本校の中学生が放課後学習に 20人から 30人の有志が集まりまして、子どもたちに

勉強を教えに行くということをやっています。そんな取組を今年も続けていこうと思って

います。 

 以上です。 

○会長  

 はい。ありがとうございました。それでは、最後になりましたが、信達中学校から御報

告をお願いいたします。 

○信達中学校 信達中学校です。よろしくお願いします。 

 では、本校による小中一貫教育、簡素にまとめた分で報告させていただきます。 

 主に５点ですけれども、昨年度は実施させていただいています。やはりコロナ禍の影響

がありましたので、事務局部会はオンラインでの打合せが主流となりました。それから全

教科、それから領域の集合型での活動がやはり小学校・中学校で事情が異なるため、集ま

るのが難しかったために、特に教科を絞って外国語、それから英語科、それからキャリア

教育の方を重点化して進めてまいりました。それから特に英語科、外国語では、ＪＥＴに

関する情報共有を行いまして、市教育からの情報提供も併せて共同で進めてまいりました。 

 あと、キャリア教育では、特に校務についた若い先生を中心にキャリア教育の講義型の

研修も実施しました。あと、特に教務の先生中心の事務局部会では、キャリアパスポート

の統一であったりとか、小学校６年生の体験入学の計画及び実施についても相談、話し合

いを進め、実行に移しました。それから、実際には１２月に小学校３校から同日同時刻に

集まってもらって、信達中学校での体験入学を実施しています。それから、これは信達小

学校と本校とのクラブ交流で、陸上部が信達小学校に出向いてクラブ活動を一緒に行った

りとか、準備運動をしたりとかということで、クラブ交流の方も進めてまいりました。時

系列には、４月はＧｏｏｇｌｅ Ｍｅｅｔによる打合せ、それから５月は担当者会の名簿作

成、活動計画の作成、６月はＪＡＥの担当の方とキャリア部推進のために研修を企画しま

した。それから、12月はＪＡＥによるキャリア教育推進の理解の研修であったり、先ほど

申し上げた６年生の中学校体験入学、１月にはその体験入学の振り返りについて小学校と

中学校のそれぞれの先生方で共有の方も行いました。それから、２月にはＪＡＥさんによ

るキャリア教育理念の研修、これは主に中学校になるのですけども、それからあと、要録

の授受が３月末に行われますので、その関係からキャリアパスポート保管の統一であった

りとかイメージの共有の方も進めてまいりました。 
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 以上です。 

○会長 どうもありがとうございました。今、４中学校区からそれぞれ御報告いただきま

した。 

 それでは今までの小学校、それから中学校の御報告を受けまして、皆さんから質問、意

見等をお受けしたいと思います。最初に言いましたように、１つ目の意見交換のテーマが、

「学校の小規模校が教育活動に与える影響」、２つ目が「泉南市が進めている小中一貫教

育」ということでありました。１つ目、２つ目、どちらについてでも結構ですので、まず

は何か御質問がありましたらお受けしたいと思います。いかがでしょうか。 

もしなければちょっと補足説明をしていただきたいことがあるのですが、いいでしょう

か。泉南中学校区で小中一貫のお話の中で、目指すハタチ二十像ですか、西信達中学校区

でもそういうふうな言葉が出てきましたけども、これはなんでわざわざハタチというふう

なお考えなのでしょう。小中一貫教育やったら 15歳でいいんちゃうかというような考えも

あり得るわけですけど、なぜあえてハタチというふうに考えているのか。ちょっとその辺

のお考えを聞かせていただけますか。 

 泉南中学校区でなぜハタチなのか。 

○泉南中学校 泉南中学校です。やっぱり中学校を卒業してゴールではなくて、社会に出

る力をつけたいというところで 15歳ではなくハタチで目指す像というところにこだわり

ました。地域に貢献していってほしいという思いであったりだとか、中学校を卒業してか

らは社会に出る高校を自分で１番初めに進路を選ぶというところがあったりだとかするの

で、決して我々３年間小・中見ていく９年間で終わりではなくて、社会人まで継続して育

成を図っていくというところにこだわってハタチの再構築になりました。 

○会長 補足ですか。じゃあ、お願いします。 

○人権国際教育課長 泉南中学校のみじゃなくて、やはり４中学校ともに泉南市として目

指すハタチ像というふうに決めております。今、泉南中学校の先生にもお話しいただいた

ように、中学校卒業というよりかは、こういう大人に育てていきたいという教職員全体で

同じイメージを持つために、そのキーワード的にハタチ像というのを使っているところで、

ハタチといったら大体成人・大人というイメージというところから、そういった言葉をキ

ーワードにして中学校区ごとで作成いただいているというところでございます。 

○会長 よく分かりました。要するに、社会人として、大人としてどのような人になって

ほしいかということを中学校区として共通理解を作っていこうという、そういうお考えだ

ということですよね。はい。ありがとうございました。あと、皆さん方から御質問等あり

ましたらいかがでしょうか。なかなか出てこないかな。 

 じゃあ、よろしくお願いします。 

○Ｅ委員 １つ、学校小規模化が教育活動に与える影響で、小学校の先生方から御意見を

いただいた中でやっぱりデメリットであるとして出ている問題で、１学年１クラスで、そ

の担任がその教育内容について相談できるところがないという、そういうお話が何件かの

小学校から出ていたと思うのですね。学年の縦の話で行くと、皆さんやっぱり１年生の先

生になったりですね、４年生の先生になったりですね、あると思うのですね。それを全体
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的にその教育委員会、泉南市が教育委員会としてその人のその先生の質の向上のためのそ

の取組の研修やね。そういうことというのは横断的にできないのか。またそれと、子ども

たちを通してその交流の場、それからそういうことを行っていくその地域を超えて、そう

いうことができないのかというその、デメリットのところで出ているその先生の問題と、

それからその地域が小規模におけるその子どもたちへのその対人、もしくはコミュニケー

ション、それから地域活動のその変容化というのですか。小さくなってしまうことのない

ようなそんな取組は、何かこう考えていたり行動に起こしていたりということは今のとこ

ろデメリットで出ているだけでなく、何かやっているのかどうかというのをちょっとお聞

かせいただきたい。 

○会長 ありがとうございました。これはどうしましょうかね。どなたか、オンラインの

方でも、今こちらにいらっしゃる方でもどちらでも構いませんが、何か御発言がありまし

たらどなたからでも結構ですのでお受けしたいと思いますが、どうでしょうか。 

 じゃあ、お願いいたします。 

○指導課長 先ほどの質問で、先生方がやはり相談できる場がないのではないかという。

いろいろな日々の子どもたちとの接し方、生徒指導、学習指導も含めてのサポート的なこ

となのですが、教育委員会といたしましては、先生方の教員研修、各学校でも年間を通じ

て先生方の研修を企画、計画していただいて、それぞれのテーマに応じた研修をしていた

だいているものと思っております。またもう１つは、そういった経験の浅い先生方を中心

として学校教育アドバイザーということで各学校を回りながら、授業に対する悩み、生徒

指導等の悩み、ふだんからの先生方との横横のつながりもある中で、さらに管理職の先生

との話の中で具体なアドバイスをさせてもらっているというようなことが活動としてござ

います。 

 もう１点の、子どもたち、地域を超えて何かできることはないのかということにつきま

しては、地域教育コミュニティー等、４中学校区の取組、いろいろ、このコロナ禍でなか

なかこの１、２年は活動できていないのですけども、そういったコミュニティを生かした

子どもたちを見守る活動ということで、各中学校区で工夫していただいているということ

は存じております。 

 私からは以上です。 

○会長 どうもありがとうございました。学校教育アドバイザーというのは、どういう人

がどんな活動をやっているのでしょう。 

○指導課長 お答えいたします。現在は市の職員として、経験としては校長先生の御経験

をされたＯＢの方を市職員として任用し、各学校を訪問していただいております。学校教

育アドバイザーというのは、そういった方を現在は２名配置しております。 

 以上です。 

○会長 それは各校からの求めに応じて出張してもらうみたいな感じですか。 

○指導課長 定期的に現在、回っていただいているということになります。相談に応じて

はすぐ、御要望があればすぐ行かせていただく場合もございます。 

○会長 はい。分かりました。 
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 じゃあ、お願いします。Ｈ委員、お願いします。 

○Ｈ委員 教育委員会からのお答えをいただいて、今、小学校からほとんどがメリット、

デメリットのそれぞれの立場、それから対象児童それぞれのことを出していただいて、メ

リットについてはいいこと、しかしながらデメリットについては、問題提起と捉えてしま

うのですね、私としては。その問題提起された問題について、今はどうしているのか。今

後言えば、小中一貫校をしていくことで改善されるけれども、今現存として児童たちがお

られるわけです。これに対して教育委員会として今、その未来像も含めて考える中で、今

の現状、どういうふうにされているのかなという質問です。 

もう１つ質問させていただきます。泉南市が進めているもう１つの小中一貫教育という

ことですが、これは中学校の先生方からいろいろ御意見をいただいて、それぞれの取組に

ついて御説明いただいたわけでございますが、それぞれに特色があるのか、それとも泉南

市として全体として行っている先ほどのハタチ像であるようなことがあって、今それぞれ

説明していただいた中学校の特色と捉えていいのか、それとも全体はそれぞれ同じような

ことを取り込んでいるのだけれども、報告された内容がそれぞれ違うのか。 

例えば一丘中学校の取組はすごくいい取組をされているなと思った８部会という報告が

出てきたと思うのですね。それから 20人か 30人、中学校から小学校へ勉強を教えに行く

ということをされているとかですね。あと別の中学校から、信達中学校のほうからですね、

キャリアパスポート、その取組、それからクラブ交流という取組、それぞれその地域地域

で違う取組、特色のある取組を御報告されたのか。それとも教育委員会として全体として

先ほどのような全体の取組としてやっていること。そのすみ分けがちょっと分からないの

で教えていただきたいなと。 

それでその中で、実際に問題としているところ。もしくはいいところ、悪いところから

多分小中一貫校の話については中学校の方から今、取り組んでいる先進的な取組、また活

動して良かった取組を御報告されていると思うのですけど、逆に言うと、今考えている中

でいろいろな問題点はないのかどうか。そこで生まれてきた小中一貫校に取り組んでいく

ために必要な責務というか、スケジュールというんですか、段階段階というのは、今の段

階でどういうふうにお考えなのかちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

○会長 どうもありがとうございました。今、御質問があったのは、各中学校区で共通し

た取組、それからそれぞれの校区ごとの特色ある取組、両方あると思うのですが、そこを

ちょっと整理していただきたいということが１つありました。それからもう１つですね。

今、御報告いただいたのは、何と言いましょうか。うまくいっている成果の面でありまし

たけども、問題点なり課題としてどのようなものが小中一貫教育を進めていく上であると

いうふうに認識されているのか。これが２つ目であったかと思います。Ｈ委員、そんな感

じでいいですか。ちょっと今の御質問についてお答えいただければと思いますが。どうし

ましょう。まずは教育委員会の方からいいでしょうか。 

○人権国際教育課長 全市的な大きな方向性といたしましては、子どもの育ちと学びの連

続性を作るという視点を持ちまして小中一貫教育にこれまで取り組んできております。そ

の中で先ほども少し話に出ました目指す子ども像、目指すハタチ像というものを各中学校
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区でしっかり設定して、そのハタチ像を目標に各学校区の特色ある取組、地域とのつなが

りであったり、地域の実態に応じた取組を組み込みながら目指すハタチ像に向けての子ど

もたちを育てていくという視点につきましては、各校区での特色あるものということにな

りますが、全体としては先ほど申し上げましたように、子どもの育ちと学びの連続性を作

るという大きなキーワードの中で、小学校と中学校の進学、中学校に進学したときの戸惑

いや段差といったものを解消するような取組を作っていくというところが大きな方向性と

なっております。 

 以上です。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 目指すハタチ像というのは、それぞれの４中学校区で皆さんで考えているけど、その中

身に関してはやっぱり各校区ごとに少しずつ特色が出てくるということだと思います。 

 それから、小中一貫教育を進めていく上で、課題なり問題点なりというのはどんなよう

なものがあると認識されているかというのは、その辺もちょっともしありましたらお願い

します。 

○教育部長 小中一貫教育を進める上での課題ということで、よく一般に市民の皆様とか、

これまでに御指摘いただいたのは、例えば小中一貫校の一体校で小と中が同じ時間帯で同

じように併存できるのかとか、中学生がおるところに小学校１年生の子が混じっていける

のかとか、そういったところはよく御質問をいただくところでございます。そういったと

ころは実際にこれまでも、正直本当にもう一体校化していった際の具体的なところでござ

いますので、例えば今後視察も行っていただくところで見聞を広げていただいたというこ

とで一定御理解いただけるかとは思うのですけども、大きなところで小中一貫に関するそ

のデメリットというか、大きな課題というのは特には考えてはおりません。 

 以上です。 

○会長 ありがとうございました。ちょっと現場の方からも率直なところをちょっと考え

をもし聞かせていただければありがたいと思うのですが。手を挙げておられますね。 

○西信達小学校 今日はありがとうございました。学校を再編した場合西信達小中義務教

育学校となる可能性があるということで、西信達中学校の校長とここずっといろいろな話

をさせていただいているのですけど、課題ということではないとは思うのですが、具体的

にその小・中を一体化させてどんなふうに運営していくかということで言えば、時間割、

チャイムなんかどうするのかとかね。45分と 50分の時間差は必ずあるので、そういうと

ころは先進校を見に行ったら何とでも解決できるような問題かとは思うのですが、制服は

どうするんだとか、小学校の卒業式はどうしたらええかとか、具体的に考え出したらいろ

いろな問題は出てきていると思います。西信達小中学校も今、いろいろな体験を共有した

り、防災教育でも合同避難訓練をやったりというような、先輩方が残してくださったこと

を継承しながらやっていこうというのはありまして、先ほど西信達中学校の校長からあり

ました盲導犬じゃないわ。あそこの何犬でしたっけ。まあ、そういう一緒に何かを見せて

いただくような、小学校から行って体験、そういうのはどんどんとやっていっているので

すが、じゃあ６年間と３年間をどう一貫させるか。目指すハタチ像を、学びの連続性と言
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ったけれども、どんなふうに学びを連続させるのか。というようなことはまだまだいろい

ろな先進校を視察して、また今、文部科学省からも個別最適な学び、私も先ほどこの小学

校でふれあい教育の話をちょっとさせていただいたのですけども、そんなことも含めてこ

れから勉強していかなあかんなとは思っております。 

 以上でございます。 

○会長 どうもありがとうございました。確かに時間割とかどうするかみたいなことを具

体的に考えだすと、いろいろ出てくるかと思いますけれども。防災のこととかですね、一

緒にいろいろな活動が動いているというようなことが今のお話でよく分かりました。Ｈ委

員、今の御発言聞いて何かありましたら。いかがでしょうか。 

○Ｈ委員 ありがとうございます。何というのですか、今もちょっと悩んでいたのですけ

ど、何かこの小規模化教育活動に与える影響、これから小規模によってよくなくなるから、

やっぱり小中一貫校で顔合わせて先生方も大人数で、クラスもできるだけ２クラス以上を

確保しながら他の地域と交流して、そういうことが未来像として必要なことという結論に

至るのかなと思いながらね、これを見ていて思うのですね。でも、その中でいろいろなハ

ード的な問題やったり、その地域の交通、道路の問題やったりですね、いろいろな解決せ

なだめな問題が山積みなんだろうと。だけど実際に、この教育、今、小中一貫校を進めて

いて、僕はメリットの方が多いんだろうと何となく思っているのです。これは実際のとこ

ろ現場の声聞かせていただけて、やっぱり子どもたちが自主的に自分たちで考えながら、

また自分たちで計画をしながら自分たちを成長させていく、そういう姿が、どっちかとい

うと小規模化の方がしやすいだろうなとか、そこが反比例するというか、相反するそのと

ころをどう整合性を合わせながら子どもたちの環境を整えていくか。そのためにまずハー

ド面、これはもう今日あったようにですね、手すりが落ちるようなことが起こらないよう

に、まずハード面から整えていくしかなんだろうと。我々大人がこの先の子どもたちの憩

いの場であり、成長の場であるそこをしっかり考えて、早くその方向に進んでいけるよう

に努力すべきところなんだと思うのでね。今、現場の声で聞かせていただきました先生方、

そこにまあいったら現場でそこで働いているわけですから、せっかくの場ですのでもっと

御意見を楽に出していただけたら良かったなと思っております。ありがとうございました。 

○会長 ごめんなさい。どうもありがとうございました。また手を挙げておられます。ご

めんなさい。字が小さくて見えないのですが。新家小学校、お願いいたします。 

○新家小学校 よろしくお願いします。 

 小中一貫の問題点ということで、先ほど西信達小学校の校長からもおっしゃっていたの

ですけども、僕の肌感としては、小・中のつながりというのは何となくやっていけるよう

な気がするのですね。一緒になっちゃえば何となくそこはうまいことつながっていくよう

な気がするのですけど、やっぱり西信達小学校と中学校のように１小１中ならばすごく、

そこはすごくスムーズにいくんだろうな。だけど、ほかの中学校区のように小学校が幾つ

もあると、その小学校を 1つにまとめていくという作業が非常に難しいんじゃないかなと。

やっぱりそこが大きいというふうに感じます。まず校区が非常に広がること。当然校区が

広がれば子どもの通学圏がどんどん大きくなっていく。小学校１年生をどうしていくのか
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とか、そういった具体な問題も当然出てくるだろうし、やっぱり学校それぞれに文化があ

るので、そこに関わる地域だとか保護者とか、そういう人たちの納得した状態で学校が１

つになっていくという、そこまでのプロセスというのが非常に難しいというのを感じます。

僕は阪南市にいてたときに、ちょうど尾崎小学校と福島小学校が統合したときに関わらせ

てもらって、それをすごく感じたのですね。やはり学校の外にあるいろいろな団体さんが

うまく１つになり切れないというようなことで、何回も何回も会議を続けていったという

プロセスがあったので、そういったことを踏まえてやはり学校が統合していくというか、

１つにまとまっていくことに上手にやっていかないとすごく難しいなというのは思います。

だから、小・中よりも小・小のひとまとめというのが今後大きく課題になってくるんじゃ

ないかなというのはすごく感じます。 

 以上です。 

○会長 ありがとうございます。今の視点すごく大事な視点だと思います。小・中の連続

ということだけじゃなくして、小学校同士、中学校区全体としてのまとまり、一体性をど

う考えていくかという、そういう視点ですよね。ここの西信達地区のようなところですと

小学校と中学校がすぐそばで、１小１中なのでその辺の観点はあまり出てこないと思いま

すけども、よその中学校区になってきますと複数の小学校があるところはどうするのかと

いうことが課題として考えるべきことではないかと思います。もし現場の方から今の問題

に関わって何か今考えておられることとかありましたらお受けしたいと思いますけれども、

御意見はいかがでしょうか。何かありますでしょうか。複数の小学校があるようなそうい

う地域ですね。小中一貫教育をどのように進めていくかということです。はい、お願いし

ます。 

○教育部長 現場ではなくて失礼いたします。教育部でございます。事務局でございます。 

 本当に新家小学校の校長先生おっしゃるように、実際の具体的な私たちの再編計画を見

ていくとおっしゃるように、１小１中じゃなくて２小１中、あるいは３小１中という校区

がございます。そういったところでは当然、先ほど御指摘のように、今まで別々の小学校

でやってきたことをまとめていく必要がある、そういう課題はございます。そういうこと

があるからこそ、これまでにも、例えば私たち泉南市においては、キャリア教育というジ

ャンル、カテゴリー、あるいは小中一貫教育を進めていくという中で、例えば先ほどの一

丘中学校長もおっしゃっていただいたように、これまでそういう目指すハタチ像を中学校

と、それからその中学校区におられる小学校それぞれで同じハタチ像を目指そうというこ

とで、そういったところで統合していこうよと、融合していこうよということの取組を、

もうここもこれまで数年やってきていただいているというところでございます。それを今

後もっともっと具体的にしていくのは相当難しいという御意見やったかと思うのですけど

も、そういったところの困難さはやはり今後丁寧に学校の先生方とも力合わせて、地域の

皆様にも御協力いただきながらやっていくのかなというふうに思っております。具体的に

は、例えばですけども、泉南中学校区においては我々から見ると英語の担当の先生が中学

校におっていただきながらも小学校に同じ方に回っていただくとか、そういうやり方を通

じて融合というのを軸にしていろいろ３小学校でも統一的な取組をしていこうよというよ
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うな取組をやったりもしておりますので、そういったところ、いろいろなキャリア教育で

あったり人権教育、あるいは外国語の教育、そういったところを通じて何か軸を作って一

緒にまとまっていただけたらなというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○会長 ありがとうございます。そろそろ時間が来てしまって申し訳ないのですが、これ

はちょっとやっぱり言っておきたいということがありましたら、１つ２つお受けしたいと

思います。御意見はいかがでしょうか。大丈夫。じゃあ、もうどうしましょうかね。取り

あえずこれは一旦。 

 すみません。ちょっと運営が不手際で、十分に意見交換ができなかった部分があるかと

は思いますけれども、以上で意見交換会、オンラインの意見交換会は終了とさせていただ

きます。御参加いただいた皆さん、どうもありがとうございました。 

 それでは一遍、オンラインの方は閉じますか。 

○教育総務課総務係長 皆さん、すみません。お忙しいところ御参加いただきましてどう

もありがとうございました。以上でオンラインの意見交換会終了いたしますので、退出い

ただいて結構です。本当にお忙しいところ、どうもありがとうございました。 

○会長 ありがとうございました。じゃあ、オンラインの方は会議室から御退席ください。 

 どうもありがとうございました。取りあえずこれで意見交換は終了とさせていただきま

すけれども、資料の会議次第の方を御覧ください。その他について今からちょっとお時間

いただければと思います。その他として、資料４で、各小中学校訪問日一覧というのがあ

るかと思います。これについて事務局から少し説明いただけますでしょうか。 

○教育部参事兼教育総務課長 どうもすみません。以前からこの学校訪問日、希望日とい

うことを皆さんにお知らせしておりまして、ちょっと参加の希望というお声も一瞬上がっ

たりしたのですが、結局所用により行けなくなったというような返事もいただいたりして、

今現在参加者がゼロという状況になっております。訪問できる日がまだまだ続いています

ので、先までありますので、表に書いている連絡期日の日までに教育総務課に御連絡いた

だけましたら、学校の方と調整させていただいた上でまたアテンドもさせていただきます

ので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○会長 どうもありがとうございます。日程の調整がつくようでしたら、ぜひとも積極的

に訪問をしていただければと思います。 

 次に、次回の審議会の予定についてです。次回の審議会は、今度義務教育学校の視察が

あります。和泉市立南松尾はつが野学園の視察です。和泉市の教育委員会、それからＧ副

会長、それから私とで日程を相談させていただきまして、６月 15日、水曜日、午後１時か

ら実施したいというふうに考えています。開催案内については、お手元に配付してありま

す。これですね。この義務教育学校の視察についてという資料です。視察の学校までは借

上げバスで移動する予定ですので、出欠の御連絡は６月８日までに教育総務課にお願いい

たします。連絡先はこの資料に電話番号、ファクス、それからｅ－ｍａｉｌのアドレスが

ありますので、そこに御連絡いただきますようお願いいたします。 
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 併せて、この視察先の和泉市立南松尾はつが野学園に対する質問事項についても確認い

たしたいと思います。この資料の一番後ろに質問事項記入用紙というのがついています。

これに記入いただいて、ファクスを送っていただいても構いませんし、それからｅ－ｍａ

ｉｌでですね、教育総務課に連絡をいただいても構いませんので、これは５月 26日、来週

の木曜日になりますが、までに教育総務課に御連絡いただきますようお願いいたします。 

 以上で今日の予定していた案件は全て終わりということになりますが、委員の皆さんか

らもし何かありましたらお受けしたいと思いますが、いかがでしょうか。特にないですか。 

 そしたら、今日の審議会はこれで閉会とさせていただきます。 

 今日は長い時間にわたって御協力いただいてありがとうございました。じゃあ、これで

閉じさせていただきます。ありがとうございます。 

16時 53分閉会 

 

 

 

 


